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１ 活動報告 

 

【４月～６月】(春季)               【７月～９月】(夏季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０月～１２月】(秋季)            【１月～３月】(冬季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・春の自然を感じる 

・春の花で遊ぶ 

・野菜を育てる 

・花を育てる 

・色水遊び 

・雨を楽しむ 

・春を食べる 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・水遊び 

・川遊び 

・プール遊び 

・夏野菜の収穫・調理 

・花を育てる 

・色水遊び 

・夏の自然を感じる 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・秋の木のみで遊ぶ 

・秋の葉っぱで遊ぶ 

・秋野菜を収穫，調理 

・秋の製作 

・頂上までの山登り 

・秋の自然を感じる 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・雪遊び 

・氷遊び 

・山越え探検 

・春みつけ/ 

・冬野菜の収穫・調理 

・冬の自然を感じる 



活動報告（詳細） 

 

１シーズンにつき最も印象的だった活動のエピソード１つご記入してください。 

エピソードは、活動プロセス、保育者の関わり、子どもの育ちの見取りを端的にお願いします。 

写真は基本 1枚です。 

 

【４月～６月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【７月～９月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雨を楽しむ 

雨の日の年少組の姿です。 

雨降りでプールがなくなったけれど、テントから滴

り落ちる雨水の圧力を感じたり、音を楽しんだりし

ていました。 

保育者は子どもが心を動かしている様子に寄り添

い、見守り、一緒に心を動かしていきました。 

年少組の子ども達は、友達と一緒に過ごすことで、

普段気づかなかった雨の音や圧力に気づいていっ

たようです。 

川遊び 

年長組や年中組の子ども達が広島大学の生体実験

園に行って川遊びをしました。 

川の水の冷たさを感じたり生き物を見つけたりし

て楽しみました。川の場所は年長児が田植えをした

田んぼの横にあるので、遊びながら稲の様子もみて

いたようです。 

年長組の子ども達は同じところに５月にも行って

おり、保育者は、今回と比較することで感覚の違い

に気づく子どもの姿を捉え、ドキュメンテーション

にまとめて紹介していきました。 

子ども達は川の場所によって水の温度や深さ、流れ

が違うことを体感していました。川の流れは自分の

サンダルや帽子、葉っぱを水面に置き、流されてい

く様子からより実感していました。 

 

 

 



 

【１０月～１２月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１月～３月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

頂上までの山登り 

年中児がみんなで頂上まで上がったときのことで

す。 

登山途中、木の実や葉っぱをたくさん拾いながら、

どんぐりの種類の違いや葉っぱそれぞれの美しさ

に気づいていました。 

保育者はそばで見守りつつ、一緒に楽しみました。 

子どもたちは、この時期になると、自然の中でじっ

くりと遊ぶ姿が増えてきました。その中で、感じた

ことや伝えたいことなどを、外国籍の子どもも交え

て、指をさして伝えたり、言葉で伝えたりと、様々

な表現方法で伝えあっていきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山越え探検 

年長児が本園で過ごしたことの集大成の活動です。 

普段は山の頂上までしか行かないのですが、この日

はまだ行ったことのない山の反対側へ降りて行き

ます。３～４人１チームになり、グループごとに降

り進めます。地図も道もなく、不安になる中、「だい

じょうぶよ。私たちそらぐみだから」と励まし合い

ゴールをめざしました。 

保育者は１チームに１人後ろからついていき、率先

してかけず見守りました。 

初めての環境の中でなんとかしようと声をかけあ

う子どもたちの姿に成長を感じました。 

普段の遊びがあるからこそ、何とかしようと今まで

の経験を駆使し考える姿もあったようです。 

 



２ その他（自然体験活動の実施における今年度のプロセス）※記入必須 

 

 ・ 職員の資質向上について 

  森のインタープリターを各学年，年に 4回招集している。そこで子どもたちと共に過ごすことで教職員も

学びを得ている。（4月，9月，10月～3月） 

 

 ・ 地域との関わりについて 

 広島大学の生体実験園にある田んぼで田植え、稲刈り体験（年長 ６月、１１月） 

広島大学の生体実験園の先生の協力で生体実験園を訪問、川遊び（年長２回、年中１回） 

 同じく、親子でフィールドワーク（１０月） 

  広島大学の天文台で月、星の観察（年長親子１０月） 

 

  ・ 保護者との関わりについて 

   親子で幼稚園の山登り（6月） 

   毎月の園庭開放 

   親子でフィールドワーク（広島大学内） 

 

・ その他 

 

 

＊より詳しく活動をアピールしたい施設は、ホームページや SNSの URLをご記入ください。 

 

U R L 

 

 

https://yochien.hiroshima-u.ac.jp/ 

Facebook 「広島大学附属幼稚園」で検索してください。 

 

 

https://yochien.hiroshima-u.ac.jp/

